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生食群 5匹と bFGF群 6匹で解析を行った。その結果、各群とも一般状態、摂
餌量、体重に差はなく、治療方法に起因した有害事象も認められなかった。ま




0.9 vs 18.6±0.8%, p＜0.01）。左室面積変化率においても FSと同様に、bFGF
群ではシート貼付 3週間後では高い傾向にあり、シート貼付 6週間後では有意
差をもって高値であった(生食群:bFGF群; 22.7±2.3 vs 34.0±2.1%, p＜0.05）。
また、左室収縮末期径(LVESd)においては、bFGF 群ではシート貼付 6 週間後
に生食群と比較し有意に低値であった(生食群:bFGF 群; 32.6±1.0 vs 27.8±
0.9%, p＜0.05）。血管内皮マーカーである第 8因子に対する免疫染色による毛
細血管数評価においては、心筋梗塞境界部(生食群:bFGF 群; 110.6±20.0 vs 
196.8±38.3 vessels/mm2, p＜0.01)、および心筋梗塞部(生食群:bFGF群; 96.2






























 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと
認める。 
 なお、本学位授与申請者は、令和 1 年 11月 5日実施の論文内容とそれ
に関連した研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたも
のである。 
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